





























【結果】過去 9 年間において 140 台のバッテリ交換を実施した。う
ち 6 年経過せず当課基準に満たなかったものが、バッテリ点検に
よって 16 台発見され、交換の対象となった。また 6 年目にバッテ
リ交換したもので、その後バッテリ交換対象になるものは現在ない。
【考察】当院の輸液ポンプの運用は 1 患者 1 使用 1 返却とされ、1






























30 秒間維持し、圧低下が 5cmH2O 以内であることを確認する。
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収ボックスへ投函すると SPD より ME センターに届くよう設計した。
これを基にデータベースを更新し、ME 機器回診を行う。回診では、
看護師と情報交換、使用中点検を行い、機器毎に稼働状況を記録した
機器カルテを作成した。
【結果】管理カードからをデータベース作成することでスマート ME
機器回診ができ、機器カルテを用いることでスマートな人工呼吸器管
理が出来るようになった。ME 回診の認知度されるにつれ管理カード
の回収率はほぼ 100％となった。
【考察】SPD による管理カード回収は大幅な業務変更を必要とせず負
担は少なかった。FileMaker により正確なデータベース管理が出来た。
ME 回診によりスタッフの人工呼吸器に関する知識が向上し、機器カ
ルテ情報の共有によりトラブルに適切に対応出来た。
【結論】SPD を利用した管理カードシステムにより機器稼働業況を安
価で的確に把握でき安全確保できる。
